
●ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類がｱﾘｰﾙ炭化水素受容体に結合することを利用した方法 

 ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類は、体内で細胞内にある「ｱﾘｰﾙ炭化水素受容体(Ah ﾚｾﾌﾟﾀｰ)」というﾀﾝﾊﾟｸ

質と特異的に結合することにより、その毒性を発現すると考えられている。(⇒経路①) 

Ah ﾚｾﾌﾟﾀｰと結合したﾀﾞｲｵｷｼﾝ類は、更に Ah ﾚｾﾌﾟﾀｰ核運搬ﾌﾟﾛﾃｲﾝというﾀﾝﾊﾟｸ質と結合

して、細胞の核内にある DNA に作用する。作用する際、DNA のある決まった部位に作用

するが、この決まった部位を XRE(または DRE)といい、DNA の配列が決まっている。 

ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類等の結合体が DNA に作用すると、XRE を境として DNA の情報が mRNA に転写

され、その転写された情報が mRNA から翻訳されることにより、別のﾀﾝﾊﾟｸ質が合成され

る。DNA から転写される情報によって、この最終的に合成されるﾀﾝﾊﾟｸ質は一意的に決ま

る。このﾀﾝﾊﾟｸ質合成こそがﾀﾞｲｵｷｼﾝ類の毒性発現と考えられている。 

上記ﾒｶﾆｽﾞﾑを利用することにより、転写される DNA を組み換え、mRNA が転写する DNA

の情報をｺﾝﾄﾛｰﾙできる。 

例えば、ﾙｼﾌｪﾗｰｾﾞという発光酵素が合成されるよう DNA を組換えた細胞(経路②)に、

ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類を作用させれば、ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類の量に応じた量のﾙｼﾌｪﾗｰｾﾞが合成される。合成さ

れたﾙｼﾌｪﾗｰｾﾞにﾙｼﾌｪﾘﾝを作用させると発光が起こるが、その発光量を測定することによ

り、間接的にﾀﾞｲｵｷｼﾝ類の定量が可能となる。 

なお、各測定方法で、上記 XRE、組換え前の細胞、組換え後の細胞名、導入した遺伝

子が異なるが、表にまとめたものが下表である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ダ: ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類  レ: Ah ﾚｾﾌﾟﾀｰ  運: Ah ﾚｾﾌﾟﾀｰ核運搬ﾌﾟﾛﾃｲﾝ  R: mRNA 

  : XRE      : ﾀﾝﾊﾟｸ質合成の情報部位 

            ⇒この部位の違いで mRNA から合成されるﾀﾝﾊﾟｸ質が変わる。 

ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類を抗原とする抗原抗体反応を利用した方法 

方

法 
XRE(または DRE)を含む部位 

組換えに 

利用した細胞

導入した 

遺伝子 

組換え後の

細胞名 

1 
ｼﾄｸﾛﾑ P450(CYP1A1)ﾌﾟﾛﾓｰﾀｰをもつ

ﾌﾟﾗｽﾐﾄﾞ pGudLuc6.1 

ﾏｳｽ肝ｶﾞﾝ細胞

Hepa1c1c7 

ﾎﾀﾙﾙｼﾌｪﾗｰｾﾞ 

遺伝子 
H1L6.1c2 

2 
ﾋﾄｼﾄｸﾛﾑ P450(CYP1A1)ﾌﾟﾛﾓｰﾀｰをも

つﾌﾟﾗｽﾐﾄﾞ pL1A1N 

ﾋﾄ肝細胞由来

HepG2 

ﾎﾀﾙﾙｼﾌｪﾗｰｾﾞ 

遺伝子 
101L 

3 

ﾌﾟﾗｽﾐﾄﾞ pGL3 をﾎﾀﾙﾙｼﾌｪﾗｰｾﾞ遺伝子

の上流域に含むﾌﾟﾗｽﾐﾄﾞ pGL3- 

chTATARE×5-bsd 

ﾏｳｽ肝由来 

Hepa1 細胞 

ﾎﾀﾙﾙｼﾌｪﾗｰｾﾞ 

遺伝子 
HeB5 

発光

ダ レ

ダ 

ダ 

ダ 

運

運

R

翻訳 

ﾙｼﾌｪﾗｰｾﾞ合成 

ﾙｼﾌｪﾘﾝ

細胞核

転写

DNA

翻訳 
ﾀﾝﾊﾟｸ質合成 

毒 性 発

細胞

経路② 

経路① 

（参考１）          測定法の概要 



抗原抗体反応とは 

 抗体形成の原因となる物質で、細菌等、生体にとって異物的な高分子を抗原という。 

抗原が体内に侵入すると、これに反応して体内で抗体が形成され、抗原と抗体が反

応することにより、抗原の働きを中和する。この抗原と抗体とは、鍵と鍵穴のように

特異的に反応するが、免疫も抗原抗体反応の現われである。 

抗ﾀﾞｲｵｷｼﾝ抗体と選択的に反応する抗原を固定化したもの(例えば、表面に抗原を塗

布した板状のもの⇒下図の固相化抗原)に、ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類と抗体の両方を添加･反応させ

ると、抗体は抗原よりもﾀﾞｲｵｷｼﾝ類とより結合するため、ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類と結合できなかっ

た抗体が抗原と結合する。つまり、ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類が少ない程、抗原と結合する抗体は多

くなる。 

この抗原と結合した抗体を定量することにより、ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類の定量が可能となる。 

具体的には、抗原と結合した抗体に対し、特異的に反応する二次抗体を添加･結合

させる。この二次抗体を定量することにより、間接的にﾀﾞｲｵｷｼﾝ類を定量する。 

 

発色反応 ⇒ 二次抗体の定量 ⇒ 抗原と結合した抗体の定量 ⇒ ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類の定量 
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